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Weekly Report№２４
第３１４８回例会記録
日時：2024年12月26日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン ２Ｆ
司会：高井 一博 ＳＡＡ
★開 会 点 鐘：乾 淳 会長
★国 歌：－
★Ｒソング：それでこそロータリー
★四つのテスト：－

2024―2025年度 国際ロータリーテーマ

も引き続き、皆様のご協力をお願い致します。
本日の例会が、本年最後の例会となります。会

員皆様には、大変お世話になりました。
皆様、良いお年をお迎え下さい。

幹事報告 石井 朋子 幹事
１．ハイライトよねやま297号、回覧
２．財団室NEWS １月号、回覧
３．令和7年１月12日午後2時より、遠軽町成人
式の案内。乾会長出席

４．訃報。植村涼子会員御岳父、植村紀一様（享
年84歳）

５．例会終了後、理事会を開催します。

委員会報告
◇長嶋宏明 親睦活動委員長

先週はクリスマス家族会が皆さんのご協力のも
と無事終了することができ、感謝申し上げます。
年明けは新年会です。また皆様のご出席をお願い
したいと思います。

【名前等の○数字は写真の番号】

1月 9日(木)18:00~
夜間例会
新年交礼会

会長報告 乾 淳 会長①
先週19日に行われましたクリスマス家族会で

は、親睦活動委員会をはじめ、皆様のご協力によ
り、無事に終了することが出来ました。会員皆様
に心より感謝を申し上げます。

また、遠軽高校ラグビー部が12月27日から開
催されます、第104回全国高等学校ラグビーフッ
トボール大会に出場し、第一回戦で群馬県代表の
明和県央高校と戦います。

同日14時からメトロプラザ大ホールにてパブ
リックビューイングが開催されますので、ぜひ会
場にて応援いただければと思います。
本日のプログラムは、出席委員会の橋本会員に

よります会員卓話です。宜しくお願い致します。
本日の会長報告ですが、例会出席ついてお話し

ようと思います。
私も、７月よりクラブ会長を務めております

が、以前は例会の出席率についてあまり気にした
ことも無かったのが事実です。最近は、どうすれ
ば会員皆様に、例会に出席して頂けるのだろう
と、考えるようになりました。
遠軽ロータリークラブ定款には、各会員は本ク

ラブの例会、あるいは衛星クラブの例会に出席
し、本クラブの奉仕プロジェクト、行事およびそ
の他の活動に参加すべきである。会員が、例会に
出席したとみなされるには、その例会時間の少な
くとも60パーセント(当クラブでは36分)の、直
接、または、電話で、または、オンラインで出席
する、と記載されております。
新型コロナウイルス感染症が蔓延していた時に

は、ZOOM等のオンラインでの例会開催も検討し
ていた時期もあったと思いますが、現在ではリア
ル開催が通常となっております。しかしながら、
近年は、当クラブも若い年代の会員が増えてお
り、仕事においても現場で中心となる方も多数い
て、やむを得ず例会を欠席する会員もいるのが現
状だと思われます。今後の例会出席率を向上させ
るためには、ハイブリッド例会も視野に入れるべ
き手法かも知れません。

実際の運営には、スマホ１台とＷｉ-Ｆｉ環境
さえあれば出来ますし、遠方の方にゲスト卓話を
頂くことも可能になります。
会場でのビデオ撮影等の課題もありますがこれ

からの時代は検討することも必要かも知れません。
いずれにしても、今後も一人でも多くの会員に

出席頂けるよう検討を重ねて参ります。令和７年

1月16日(木)12:30~
クラブフォーラム
上半期活動報告
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ニコニコＢＯＸ 長嶋 宏明 親睦活動委員長
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例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告
山田荘一
出席委員

12月19日 45 44 35 79.6％
12月26日 45 44 26 59.1％

2024-25
_24th_02

本日のプログラム 会員卓話
私と子供達 ロータリーの4つの
テストにあやかる私の４つの活動

橋本 政司 会員②

①子供達と凧を作って大空に向かって凧を上げる
活動
私の母校である生田原小学校の出前授業がきっか

けとなり、凧作りを子供達と楽しんでいます。凧は
江戸時代から凧上げが庶民に広がり大人気となり、
元々形がイカに似ていたので「イカのぼり」とか
「イカ」と呼ばれ、戦いののろしにも活用されてい
たとも聞きます。大名行列に凧が落ちたり、イカ上
げ同志でケンカをして怪我人や死者も出る事もあっ
て、幕府が「イカのぼり禁止令」を出しました。江
戸の人達は「イカのぼり禁止令」が出てイカ上げが
出来ないので、イカではなくタコを上げていると言
い訳したそうです。その後、江戸ではタコ、大阪京
都ではイカ、明治初期に入ってからタコが標準語に
なったなど凧にまつわる話をしながら、凧作りを楽
しんでいます。生徒数が多いときは連凧も作成、最
近ではごみ袋を使ってフニャフニャ凧を作っていま
す。私が中学生の頃飛ばしたゴム紐を使用した飛行
機、ペットボトルを使用してのロケットなどを作っ
て子供達と楽しもうと思っています。コロナになっ
てからは活動停止しています。

②子供達と一緒にゲレンデスキーを楽しむ活動
学校のスキー授業に関わるようになったのは、

30年くらい前だと思います。訳あって42歳で準指
導員、45歳で指導員になりました。生田原で第1号
です。遠軽地方スキー連盟に所属しています。受検
当時は190cmから２mのノーマルスキーでした。平
成5年頃からカービングスキーが出現しました。当
時のカービングスキーは多種類ありましたが、今の
主流はエキストリウムカービング（しゃもじ系）
で、子供達もスキーの操作がしやすくなったと思い
ます。スキー指導初期の頃は、小学校全校生徒130
人くらいいましたが、現在は35名ほどです。当時
は小・中合わせて18日位授業へ行っていました
が、今は小学生のみ３日間の授業です。

③たたら公園の清掃・修復の活動
小学校の敷地内にあるたたら公園。昭和４年に当

時ごみ捨て場だった場所を鑪治（たたらおさむ）先
生が生徒達と何年もかけて清掃をして公園とした場
所です。先生の尊い意志が同窓会会員らに引き継が
れ今日になっていったのですが、今は生徒数も少な
くPTA活動もできない状況であり、私も小学校の時

たたら公園で絵を描いた記憶があり当時が懐かし
く、公園を無くしたくないと云う思いで数年前から
主に橋の補修を行っています。水面の湿気により傷
んでしまうので、木製の橋桁の補修及び欄干を朱色
に塗装等しています。「小学生たたら公園まつり」
や公園で子供達が安全に楽しく散策している姿を見
るととてもほっこりします。

④敷地に大発生するカブトムシを管理する活動
この敷地は一般廃棄物置場として回収した木くず

を砕き、野積みして最終的には木くずをばっ気して
土にする予定でした。十数年前にさかのぼりますが
連休に時間があったので、野積みの木をばっ気しよ
うとパワーショベルで木くずを返したところ白いも
のがポロポロとバケットからこぼれ落ちました。そ
れがなんとカブトムシの幼虫でした。これを聞きつ
けてカブトムシの幼虫を取りに来るようになり、や
がて発生状況を本格的に調査するとオホーツク野人
クラブ会長を筆頭に遠軽町昆虫同好会、遠軽町小中
校長会、教頭会総勢20～30名位がゴールデンウイ
ーク最終日に発掘調査にやって参ります。ちなみに
この数年は3,000匹を越える幼虫を採集し、各地の
幼稚園、小学校、昆虫施設に配布されています。後
日、生田原小学校の低学年児童には昆虫同好会の会
員が出前授業として４ℓのペットボトルに土と幼虫
を入れて飼い方を教えに来ます。幼虫を見つけて捕
まえる子供達の真剣な動作にはとても微笑ましくな
ります。この活動がきっかけとなり、私も丸瀬布昆
虫同好会の会員となってしまいました。

長期にわたるこれらの活動が認められ日本善行会
から善行賞を頂きました。
以上、私と子供達４つの活動でした。


